
議案第３号 

 

日振島地区地域モビリティ事業の運賃改定について 

 

離島である日振島地区では、これまで島内の公共交通機関がなく、高齢化が進

む中で、日常生活の移動手段が懸念されていました。 

そこで、島内の移動手段を確保するため、国の自家用有償旅客運送（交通空白

地有償運送）の登録を受け、令和６年９月２日より、大臣認定講習を受けた地元

住民が運転手となり、日振島地区地域モビリティ事業の実証運行を開始してい

ます。 

 

実証運行期間は、令和７年３月までとしておりましたが、利用人数が低調であ

ったことから令和７年９月まで期間を延長しております。現在では、口コミによ

る周知などから、３月以降新規利用者が増え、毎月の利用者数も増加傾向にあり

ます。 

 

高齢化が進み免許返納者も増えていく中で、地域の交通手段の確保が近い将

来必ず必要になることから、日振島地区としては、本事業の継続及び定着を望ん

でおり、10月以降、本格運行への切り替えを予定しています。 

運行継続に向け、地域と協議を行ったところ、地元住民が日常的な移動手段と

してより活用しやすくするため、運賃改定（減額）についてご意見がありました。

運賃の改定にあたっては、本協議会において承認を得る必要ありますので、協議

を行うものです。 

 

資料４ 
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日振島地区地域モビリティ事業 運行状況及び運賃改定案について 

 

 

１．運行内容 

運行期間：令和６年９月２日（月）～令和７年９月末まで実証運行中 

                 ⇒10月以降本格運行予定 

運行日時：月・水・金曜日 午後１時～午後４時 

運行範囲：日振島島内（能登、明海、喜路） 

運行主体：日振島地区地域づくり協議会 

利用料金：片道１人 200円（介助人と未就学児は無料） 

 

 

２．直近３ヶ月の利用状況 

３月 ４月 ５月 

17人 22人 12人 

 

 

３．運賃改定について 

（運賃の改定案） 

対象者 現行 改定案 

島内住民 
200円 

100円 

島外の人 200円 

介助人 

未就学児 
無料 無料 

 

（改定スケジュール） 

令和７年６月２６日 本協議会の開催 

令和７年７月    運賃改定について住民へ周知 

令和７年８月～   改定額による運行 
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様式第１－５号 

 

令和 年 月 日  

 

 四国運輸局 愛媛運輸支局長 殿 

 

 

地域公共交通会議等において協議が調ったことを証する書類 

 

 

 申請のあった自家用有償旅客運送については、下記のとおり地域公共交通会議等におい

て、一般旅客自動車運送事業者によることが困難であり、かつ、地域住民等の旅客輸送を

確保するために必要であるとの協議が調ったので、その旨証明します。 

 

 

記 

 

１．自家用有償旅客運送の種別 

交通空白地有償運送 

２．地域公共交通会議等の名称及び対象市町村 
   （名 称）宇和島市地域公共交通活性化協議会 
   （対象市町村）宇和島市 
３．地域公共交通会議等にて協議が調った年月日 

   令和７年６月２６日 
４．運送主体の名称、住所、代表者の氏名 
   名    称 日振島地区地域づくり協議会 

   住    所 愛媛県宇和島市日振島 1782 番地 

   代表者の氏名 会長 畠山 盛文 

５．調った協議の内容 
（１）路線又は運送の区域 

  日振島地区（喜路、明海、能登） 
（２）旅客から収受する対価（対価の内容を添付すること） 

  島内住民 100 円 

島外住民 200 円 

介助人・未就学児 無料 

（３）運送しようとする旅客の範囲 

  交通空白輸送地区住民及び観光旅客を含む来訪者 

６．その他特記事項 
 

 

             令和７年６月２６日 

             宇和島市地域公共交通活性化協議会 会長 西本 能尚 
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